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｢経済資料研究」投稿規定・執筆要領
２００６年２月１０日
経済資料協議会
｢経済資料研究」編集委員会
１．経済資料協議会の会員は「経済資料研究」に投稿することができる。非会
員を含む共同執筆の場合、その執筆代表者は会員でなければならない。
２．投稿原稿については､編集委員会にて審査を行い掲載の可否を決定するが、
必要に応じて執筆者にリライトを求めることがある。
３．掲載された論文等の著作権は経済資料協議会に帰属するものとする。他の
出版物にすべて、または－部を転載する場合には、著者はその旨を経済資
料協議会に連絡し、既に本誌に掲載されたことを明示すること。
４．投稿者は本執筆要領にもとづいて原稿を作成し、投稿すること。
５．原稿は横書きとし、ワープロ作成による完全原稿であること。原則として
手書き原稿は認めない。原稿を納入したフロッピィーとプリントアウトし
た原稿を１部提出し、利用したＯＳ、ソフト名を明記すること。
６．投稿原稿にはタイトルと氏名、所属機関名、職名、英文タイトルを記入し
た表紙を付けること。
７．原稿の制限枚数は下記のようにする。
論文：１５，０００字以内。
研究ノート：１２，０００字以内。
書評：８，０００字以内。
図版及び表は１枚４００字に換算する。
８論文の執筆には原則として現代かなづかい、常用漢字を用いること。
９．本文中の章題番号はローマ数字（ゴシック）Ｉ、Ⅱ、ⅢⅣ、．・・・を
使用し、節題番号はアラビア数字１，２，３，４，．．．．を使用すること。
１０．継続論文の表示はアラビア数字（１）、（２）、（３）、．・・・を使用すること。
11．論文中の数字については、原則としてアラビア数字を使用すること。
例．２０００年、第１９巻、等
１２本文中の数の位は、「万、億、兆」の漢字で表し、「千」以下の漢字および
－７０－ 
コンマは使用しない。（図表、数式は除く）
例・１億３０００万、６５０万人、等
13．数式は特に指示がない場合、変数はイタリック体を使用する。
14．外来語は必要以外はカタカナを使用する。
例・独逸→ドイツ、頁→ページ、等
15．表および図は本文とは別に作成し、その挿入箇所はプリントアウトした原
稿に指示すること。
16．表および図の見出しは、表１、表２，．．．．、図１、図２，．．．．、と
して通し番号を付すこと。
17．表および図に関する注と資料出所は、表と図の下に記すこと。その際、注
を上段に、資料出所は下段に明示すること。
18．注は後注形式をとるので本文とは別に作成し、一論文にわたる通し番号と
すること。
19．注番号には１)、２)、３)、．・・・を使用し、右肩に指示する。プリント
アウトした原稿上に注番号を赤で九囲みして、注の位置がわかるようにす
る。
例・「資本論｣2)では.・・・
「・・・・興味のあることである」3)といっている。
「・・・・認められている。」4）
．・・・示されている5)。
20．引用文献、参照文献の表記については下記の方式を用いることとする。
１）日本語文献
ａ・単行書 ５６ 
著者「書名」（シリーズ名）出版社、出版年（原ﾛ'1として西暦)、
引用ページ。
例･前田愛「近代読者の成立」（同時代ライブラリー）岩波書店、
１９９３年、１００－１０５ページ。
ｂ・論文（講座、シリーズ、論文集等に収録されたもの）
執筆者「論文名」（編者「書名｣、出版社､出版年)、引用ページ。
例・上田修一｢研究活動と電子メディア｣(倉田敬子編｢電子メディ
アは研究を変えるのか」勁草書房、２０００年)、１２ページ。
ｃ、雑誌論文
－７１－ 
執筆者「論文名」「雑誌名」巻号、年月、引用ページ。
例・安藤正人「日本のアーカイブズ研究とアーキビスト教育」
「経済資料研究」No.35,2005年３月、５ページ。
。、新聞
「新聞名」年月日、朝夕刊。
例・『日本経済新聞」２００６年２月２０日付、夕刊。
外国文献
著者名は倒置して姓名の順にする。共著者の場合、２人目以降は倒
置しない。
書名、雑誌名、新聞名はイタリック体にする。
ページは、ドイツ語、ロシア語を除いてｐ・を使用する。引用箇所
が２ページ以上にわたるときはｐｐ.を使用する。
ドイツ語はＳ(大文字）を使用し、引用ページが２ページ以上にわ
たってもＳＳ.とはしない。
ロシア語はｃｎｈを使用し、これも引用ページが複数になっても変
わらない。
ａ、単行書
著者，書名，版次，出版地，出版社，出版年，引用ページ．
例・Remenyi,、,Ｂ､Williams,Ａ､MoneyandESwartz,ＤＯﾉﾘZg
Reseαγcカノ〃Ｂ"ｓｊ"CSSα"ｄＭＪ"(Zge〃e"t:Ａ〃Ｉ"tγ0〃ctj0〃/ｏ
田'R0cessα"ｄＭｂ的0.,SagePublications，1998,ｐｐ､80-89.
ｂ、邦訳のある単行書
著者，書名，版次，出版地，出版社，出版年，引用ページ．（訳
者「書名」出版社，出版年)。
例・Lancaster,Ｆ､Ｗ・’７bzuαγｄＰｔｚ此"CSS’'1ﾘbγ加伽0〃Ｓ)2s/e"s，
NewYork,AcademicPress，1978,ｐｐ９－１１．（植村俊亮訳
『紙なし情報システム」共立出版，１９８４年)。
ｃ・論文（論文集に収録されたもの）
著者，“論文名，，ｉｎ書名，ｅｄ・ｂｙ編者，出版地，出版社，出版年，
引用ページ．
例・Berna１，Ｊ．、，“PreminaryAnalysisofPilotstionaire
onUseofScientificLiterature，，ｉｎＲＣＰＯγ/Cl／71/ｊｅＲＱｙａノ
2） 
－７２－ 
SocjebﾉＳｃｊｃ"航Ｃｌ)(/bγ腕atjo〃α砿”"Ce,edRoyalSociety，
London,RoyalSociety，1948,ｐｐ､59-91. 
.．雑誌論文
執筆者，“論文名,”雑誌名，巻，号，月年，引用ページ．
例・Sakurada，Ｔ､，KYagi，‘`KyotoUniversityEconomic
Review,1926-2003,,,7舵ＫＭＵＵｚｊｚﾉﾊﾉtyEco"０〃cルリ伽，
Supplement,Apr2004,ｐ,３． 
ｅ、新聞
新聞名，日月年。
例・ＦＹ"αＭα/刀加Cs’２１Aprill998
21．繰返しの引用、参照の表記については原則として下記の方式を用いること
とする。
１）日本語文献
ａ．すぐ前に引用文献がある場合
同上書（または同上論文、同上誌、同上紙)、引用ページ。
例・同上論文、９５ページ。
ｂ・間に他の引用文献がある場合
姓、前掲書、引用ページ。
例・細谷、前掲書、１３ページ。
２）外国語文献
ａ．すぐ前に引用文献がある場合
Ｉbid（同上書，同上論文の意)，引用ページ．
例.１３）Gilpin，Ｒ，Ｕ､Ｓ、Poz(ﾉeγα"ｄﾉﾉzeAMt/"α加"αノ
Ｃりゆ０ｍ/川,NewYork,BasicBookInc.，1975,ｐ､２２０．
１４）ルノ｡.,pp225-226．
ｂ・間に他の引用文献がある場合
姓，ｏｐ.ｃit.（前掲書，前掲論文の意)，引用ページ．
例・２）Viotti，Ｐ．Ｒ､，Ｍ、Ｖ・Kauppi，Ｉ"tcγ"αｊｊｏ"αﾉﾙﾉ〃0"ｓ
７肋o”，２ｎｄｅｄ.，NewYork，MacmillanPubCo.，1993,
ｐｐ、５－７，３５－３７，５９．
３),４),５）・・・・
３０）ViottiandKauppi,０P.ｃ".,ｐ５３７． 
－７３－ 
３）ドイツ語文献
ａ．すぐ前に引用文献がある場合
Ebenda（またはｅｂｄで同上書，同上論文の意)，引用ページ．
Ebendaはイタリック体にしない。
例・Ebenda,Ｓ５５－６２
ｂ・間に他の引用文献がある場合
姓,a.ａ０．（amangegebenenOrtの略で前掲書,前掲論文の意)，
引用ページ．
これもイタリック体にしない。
例・Bues,Ａ,ａ・ａ､0.,ｓ10.
22．引用文献、参照文献を論文末に一括して表記する場合は、著者のアルファ
ベット順または５０音順に配列する。
23．校正は著者校正を初校まで行い、再・三校は編集委員会で行う。校正では
原稿の訂正、文章の加除は原則として認められない。
24．抜刷は３０部渡すこととするが、それ以上の部数については実費自己負担
とする。
－７４－ 
